
第９回議会報告会を開催

各団体と意見交換を実施

　令和４年１月から通年会期制に移行したことにより、第９回目の議会報告会は、市長に
対して積極的な政策の提案を目的とした活動状況の報告に加え、各常任委員会の所管事項
に関係する団体を招き、団体との意見交換を実施しました。
　文教福祉常任委員会では、議員が「ぽけっと 21 すえひろ」を訪れ、子育て世代の市民
の声を直接聴き、総務常任委員会と環境都市常任委員会では、ワークショップ形式により
開催し、さまざまな意見をいただきました。
　いただいた意見は、今年度中に議会から市長に対して行う政策提言につ
なげられるよう、協議・検討してまいります。

文教福祉常任委員会

交通事業者、地元店舗、商店会
環境都市常任委員会

「女性と若者目線でこれからの防災を考える～各世代の災害に対する意識の
高揚～」をテーマに意見交換

　団体からは、「災害に対する自助の力には強化・向上が必要」、「防災対策には、
女性や若年層の意見が必要」などの意見がありました。

防災アドバイザー、 ※学生団体Ｅ4
総務常任委員会

ぽけっと 21 すえひろ利用者（子育て世代）

「エイジフレンドリーシティ」をテーマに意見交換

　利用者からは、「高齢者世代と接する機会が無く、子どもなどを通じた体験活動
が充実してほしい」、「高齢者などによる通学路の見守り活動には感謝している」
などの意見がありました。

「切れ目ない交通サービスの充実を通じたこれからの地域経済の活性化を考
える」をテーマに意見交換

　団体からは、「サービス・ＰＲの連携や一元化が必要である」、「周遊を目的とし
た事業展開を増やすべき」などの意見がありました。

はだの議会だより〘7〙令和 5年（2023 年）2月12日（日）  第 247号

　今後は、ハラスメントを防止する議員研修会を開催
し、議会と市長部局とで定期的にお互いの状況を確認
していきます。
　詳しくは、秦野市議会ホームページをご覧ください。

※学生団体Ｅ４… 公益社団法人秦野青年会議所が開催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort（努力）、Effect
（影響）の頭文字を表している
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市長からの一般質問などへの対応についての依頼を受け、議長
から全議員に対し、今後の適切な対応を求める要請をしました。

　一般質問などの質問内容の確認に当たり、職員が過重な負
担を感じている例があるので、面談などは基本的に勤務時間
内とし、長時間の主張や一方的な発言とならないよう、また、
高圧的な態度をとることがないよう配慮をお願いしたい。

　市長からの依頼は、議員と職員が互いに市民のためになる市
政運営につなげることを目指しているものであり、議会は対等
な立場で市政の発展に努めることを自覚し、議会基本条例や議
会議員政治倫理規程を再度確認のうえ、このような事態が起き
ないよう適切な対応を求める。

執行部との事務調整等に関する
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市 長 か ら の 依 頼

議 長 か ら の 要 請




